
【取組内容】 ①「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実にむけて

春日井市立勝川小学校（愛知県）【協力校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

児童が見通しをもって学びを進めるために
ルーブリック評価を児童に提示し、教師と児童
が目標を共有して学びを進めた。

自分自身の学びの位置を見える化するために表計算ソフトを活用した。
何ができて、何ができていないのかが可視化されることで、児童が自ら
の学びを調整し主体的に学ぶことができた。自らの学びが見えることで、
分からないことや苦手なことを友達に相談したり、教えてもらったりし
ながら学びを進めることができた。 ゴールの共有

学びの位置の見える化
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